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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次 第47期 第48期 第49期 第50期 第51期

決算年月 平成22年12月 平成23年12月 平成24年12月 平成25年12月 平成26年12月

売上高 (千円) 191,579 191,133 196,142 192,603 195,603

経常損益 (千円) △28,097 △35,797 △24,943 △20,883 △14,294

当期純損益 (千円) 5,978 △1,218 △821 △1,078 390

持分法を適用した場合

の投資利益
(千円) － － － － －

資本金 (千円) 207,000 207,000 207,000 207,000 207,000

発行済株式総数 (株) 41,400 41,400 41,400 41,400 41,400

純資産額 (千円) △147,331 △148,549 △149,370 △150,448 △150,058

総資産額 (千円) 1,047,177 1,014,618 985,535 960,484 942,961

１株当たり純資産額 (円) △3,559 △3,588 △3,608 △3,634 △3,625

１株当たり配当額 (円) － － － － －

（うち１株当たり中間

配当額）
(－) （－） （－） （－） （－） （－）

１株当たり当期純損益 (円) 144.38 △29.43 △19.82 △26.04 9.43

潜在株式調整後１株当

たり当期純利益
(円) － － － － －

自己資本比率 (％) △14 △15 △15 △16 △16

自己資本利益率 (％) － － － － －

株価収益率 (倍) － － － － －

配当性向 (％) － － － － －

営業活動によるキャッ

シュ・フロー
(千円) △11,899 2,007 1,939 3,274 12,393

投資活動によるキャッ

シュ・フロー
(千円) 14,825 △4,538 45,023 △14,740 △26,634

財務活動によるキャッ

シュ・フロー
(千円) － － － － －

現金及び現金同等物の

期末残高
(千円) 20,004 17,473 64,435 52,969 38,728

従業員数

(人)

9 9 9 10 8

〔外、平均臨時雇用者

数〕
〔65〕 〔55〕 〔60〕 〔58〕 〔50〕

　（注）１．当社は連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移については記

載しておりません。

２．売上高には、消費税等（消費税及び地方消費税をいう。以下同じ）は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、潜在株式が存在しないため、記載しておりません。
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２【沿革】

昭和39年６月 株式会社旭川国際ゴルフ場を設立し、ゴルフコースの造成を開始する。

昭和40年９月 ゴルフコースオープンする。

平成２年４月 クラブハウス新築落成する。

 

３【事業の内容】

ゴルフ場の経営

１）ゴルフ場内における運営は、旭川国際カントリークラブ（親睦団体）がその掌に当たっております。

２）カントリークラブは理事23名によって理事会を構成し、管理運営に当たっております。

カントリークラブは理事会の他に各委員会（競技、ハンディーキャップ、ハウス、フェローシップ、コース、

エチケット、キャディー）があり、それぞれの分野を担当しております。

３）カントリークラブの会員となるためには、株主会員及び権利会員、平日会員は一定額の会員資格保証金（預り

金）を納入し、且つ毎年一定額の会費を納入して、初めて会員としてプレーをする資格を取得するものであり

ます。

４）会員及びビジターがプレーした場合には、グリーンフィ、キャディーフィ、練習場料金、ゴルフ場利用税等を

支払います。

５）クラブハウスにはロッカー及び浴場が設備されております。

 

６）以上の３）、４）、の収入がカントリークラブ即ちゴルフ場収入であり、ゴルフ場の維持管理は勿論会社の運

営費に充当されております。

 

４【関係会社の状況】

　該当事項はありません。

 

５【従業員の状況】

(1）提出会社の状況

平成26年12月31日現在
 

従業員数（人） 平均年齢（歳） 平均勤続年数（年） 平均年間給与（円）

8〔50〕 54.5 18.6 3,722,179

　（注）１．従業員は就業人員であり、臨時従業員数は〔　〕内に雇用期間中の平均人員を外数で記載しております。

又、臨時従業員は、作業員男子8人、ハウス関係男子4人、女子3人、及びキャディー男子7人、キャディー女

子19人、レストラン男子2人、女子7人を４月から11月までのオープン期間中それぞれ臨時雇用しておりま

す。

２．平均年間給与は、賞与及び基準外賃金を含んでおります。

(2）労働組合の状況

　労働組合はありません。
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第２【事業の状況】

１【業績等の概要】

(1)業績

　今年度は雪解けが早く４月26日のオープンとなりました。前年度に比べ８日早くオープンすることができ、順調

に営業しておりましたが、10月、11月に降雪によるクローズ期間があり11月12日に営業を終了し、営業日数は昨年

より３日間多い192日となりました。今年も良好なコース状態を維持するため、ティグランド・バンカーの整備を

積極的に行いました。また、コース茶屋トイレの新築により使いやすく清潔な施設を提供することができ、ご来場

の皆様に大変好評をえることができました。

　当期入場者数は前年比162人減（前期比0.7％減）の21,874人となりました。売上高は195,603千円で前期比3,000

千円増加いたしました。名義書換料及びプレー料金の値上げによるものです。

　販売管理費は207,719千円で前期比2,686千円減少し、営業損失は25,499千円で前期比5,335千円改善致しまし

た。当事業年度は、特別利益を15,471千円計上したため当期純利益は390千円となりました。

 

 (2)キャッシュ・フロー

　当事業年度における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は前事業年度末に比べ14,241千円減少し、当

事業年度末には38,728千円となりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　当事業年度において営業活動による資金の増加は12,393千円となりました。前期より9,119千円増加しました。

プレー料金の値上げと名義書換料の増加による結果といえます。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　当事業年度において投資活動による資金の減少は26,634千円となりました。これは、茶屋の改装等の設備投資が

あったことによります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　該当事項はありません。

 

EDINET提出書類

株式会社旭川国際ゴルフ場(E04663)

有価証券報告書

 4/45



２【売上の状況】

(1）売上実績

科目

第50期
（自　平成25年１月１日
至　平成25年12月31日）

第51期
（自　平成26年１月１日
至　平成26年12月31日）

人員（人）
１日平均
（人）

金額
（千円）

人員（人）
１日平均
（人）

金額
（千円）

年会費収入   35,275   34,450

メンバーフィ 10,108 53.5 588 9,816 51.1 82

法人メンバーフィ 5,197 27.5 10,554 5,258 27.4 12,475

ビジターフィ 6,731 35.6 7,259 6,800 35.4 7,612

キャディーフィ   74,687   74,694

ビジター保険料   843   844

諸費用収入   23,953   25,991

トーナメント参加料   3,531   3,588

コンペ参加料   4,081   3,865

貸用具収入   261   214

練習場収入   2,812   2,682

名義書換料   2,510   3,940

売店収入   2,581   2,504

レストラン収入   23,668   22,662

合計 22,036 116.6 192,603 21,874 113.9 195,603
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(2）利用料金明細

科目 細目
金額（円）

前期 当期

年会費収入
一般会員　個人法人共　１口 25,000 25,000

平日会員　個人法人共　１口 12,500 12,500

メンバーフィ 記名会員  － －

法人メンバーフィ 法人無記名会員
平日 － －

土曜日祭 2,200 2,500

ゲストフィ

 平日 1,090 1,090

 土曜 7,700 8,200

 日祭 7,700 8,200

キャディーフィ

１バック
メンバー 6,500 6,500

ゲスト 6,800 6,800

２バック
メンバー 5,000 5,000

ゲスト 5,300 5,300

３バック以上
メンバー 4,000 4,000

ゲスト 4,300 4,300

ビジター保険収入   70 70

諸費用収入   1,300 1,300

トーナメント参加料  １競技 1,000 1,000

貸用具収入
クラブ

フルセット 3,000 3,000

１本 200 200

シューズ １足 500 500

練習場収入 練習ボール１箱（30ヶ） 200 200

 

３【対処すべき課題】

　経営改革の課題は、スリムな体制の確立と、効果的な営業による集客体制の確立です。

１）経営体質の強化

　① コース人員による冬季間の人材活用の実施（除雪作業の請負）。

２）営業活動による集客体制の強化

　① ポイントカード制を導入した特別キャンペーンの継続（旅行券・食事券が当る）

　② オープンコンペの見直し

　　　スポンサーを変更し「食べ物祭りシリーズ」を実施し景品は全て飲食関係とした。オープンコンペを年間26

回　 　　実施した。

　③ 公式戦の見直し

　　　マッチプレー選手権を新規導入する。
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４【事業等のリスク】

(1)自然環境にかかわるリスク

 台風等の自然災害や、散水用の水不足などが、当ゴルフ場のコース・設備に重大な損害をあたえる可能性がありま

す。特にコースコンディションが悪化した場合、修復のため入場者の制限などをしなければならない可能性がありま

す。このことにより、売上高の減少、修復のために巨額の費用を要することとなる可能性があります。

 

(2)事業継続に関するリスク

　当社は継続的に営業損失を計上しており、債務超過状態にあります。今後の業績の状況によっては、事業の継続性

に影響を及ぼす可能性があります。

 

５【経営上の重要な契約等】

　該当事項はありません。

 

６【研究開発活動】

　該当事項はありません。

 

７【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

カート導入５年目を迎え、今年度もお客様を待たせることなくスタートさせることができました。入場者数は前

期より162人減少し21,874人でした。売上高は195,603千円で、前期より3,000千円増加、販売管理費は207,719千円で

前期より2,686千円減少、営業損失は25,499千円で前期より5,335千円改善致しました。

 

（１）財政状態の分析

　当事業年度末における純資産は△150,058千円であり、前事業年度末より、債務超過額が390千円減少しました。

 

（２）キャッシュ・フローの分析

　当事業年度のキャッシュ・フローの状況の分析につきましては、第２［事業の状況］１［業績等の概要］(2)

キャッシュ・フローに記載のとおりであります。

 

（３）経営成績の分析

　当事業年度における売上高は195,603千円（対前年同期比3,000千円増）、売上原価13,383千円(対前年同期比101

千円増)、販売費及び一般管理費207,719千円（対前年同期比2,686千円減）、経常損失は14,294千円（前年同期は

経常損失20,883千円）、当期純利益は390千円（前年同期は当期純損失1,078千円）となりました。

 

（４）事業上及び財務上の対処すべき課題

　景気低迷、ゴルフ人口の減少等の複合的原因によって、売上高は競争による低価格を入場者増加にて補填する

も、今後一層の経費節減と効率化がますます重要になりますが、経費節減により顧客満足度が低下しないように努

めることが課題です。

５年前電磁誘導カート導入後、入場者が増加してきており、入場者の高齢化にも充分配慮していきます。
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第３【設備の状況】
　当社の消費税等に係る会計処理は、税抜き方式によっているため、この項に記載の金額には消費税等は含まれてお

りません。

 

１【設備投資等の概要】

　当期の設備投資は、茶屋の改修、変圧器・高圧開閉器、車両運搬具で、全て老朽化等による補修及び更新が主とな

り、能率低下を補うためのものであります。

　その結果、当事業年度中の設備投資額は26,634千円となりました。

 

２【主要な設備の状況】

　当社における主要な設備は、以下のとおりです。なお、子会社はありません。

事業所別

土地 建物 構築物
機械及び
装置
（千円）

車両運搬
具
（千円）

その他
（千円）

従業員数
（人）面積

（㎡）
金額
（千円）

面積
（㎡）

金額
（千円）

一般
（千円）

コース
（千円）

本社 － － － － － － － － － 8

ゴルフ場           

上川郡

愛別町
1,845,990 25,804 3,560 208,539 11,937 315,948 10,953 40,557 21,860 －

合計 1,845,990 25,804 3,560 208,539 11,937 315,948 10,953 40,557 21,860 8

　（注）１．平成26年12月31日の帳簿価額によっております。

２．その他の内訳は、「工具器具備品」680千円、「山林」15,242千円、「立木」5,938千円であります。

３．ゴルフ場の臨時従業員は４月から11月まで臨時雇用として50人使用しております。

４．本社建物　賃借　旭川市５条通10丁目2233番地の13　廣和ビル内の一部　66.0㎡

５．現在休止中の設備はありません。

６．リース契約による賃借設備は、ありません。

 

３【設備の新設、除却等の計画】

設備の新設計画は特にありません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 60,000

計 60,000

 

②【発行済株式】

種類
事業年度末現在発行数

（株）
（平成26年12月31日）

提出日現在発行数
（平成27年3月27日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 41,400 41,400 該当事項はありません

当社は単元株

制度は採用し

ておりませ

ん。

計 41,400 41,400 － －

 

 

（２）【新株予約権等の状況】

　　　　 該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　　　　 該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

 　　　該当事項はありません。
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（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額
（千円）

資本準備金残
高（千円）

昭和61年５月１日 1,400 41,400 7,000 207,000 － －

　（注）　有償第三者割当発行価格　5千円　資本組入額　5千円　昭和61年5月1日以降、資本金は変動しておりません。

 

（６）【所有者別状況】

平成26年12月31日現在
 

区分
政府及び地
方公共団体

金融機関
金融商品取
引業者

その他の法
人

外国法人等
個人その他 合計

個人以外 個人

株主数（人） 2 2 1 138 － － 722 865

所有株式数（株） 440 120 80 11,880 － － 28,880 41,400

所有株式総数の割合

（％）
1.06 0.29 0.19 28.70 － － 69.76 100.00

 

（７）【大株主の状況】
 

  平成26年12月31日現在

氏名又は名称 住所 所有株式数（株）
発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

荒井建設株式会社 旭川市４条西２丁目 360 0.87

愛別町役場 上川郡愛別町本町１区 280 0.68

株式会社廣野組 旭川市４条通10丁目 240 0.58

株式会社生駒組 旭川市４条通３丁目 200 0.48

株式会社モロオ 旭川市流通団地２条４丁目 200 0.48

赤川建設興業株式会社 旭川市10条通９丁目左１号 160 0.39

計 － 1,440 3.48
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（８）【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成26年12月31日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  　－ － －

議決権制限株式（自己株式等） 　　－ － －

議決権制限株式（その他） 　　－ － －

完全議決権株式（自己株式等） 　　－ － －

完全議決権株式（その他） 普通株式41,400 41,400 －

単元未満株式 　　－ － －

発行済株式総数 　41,400 － －

総株主の議決権 － 41,400 －

 

②【自己株式等】

平成26年12月31日現在
 

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

－ － － － － －

計 － － － － －

 

（９）【ストックオプション制度の内容】

　該当事項はありません。
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２【自己株式の取得等の状況】

【株式の種類等】

 該当事項はありません。

（１）【株主総会決議による取得の状況】

 　　　　該当事項はありません。

 

（２）【取締役会決議による取得の状況】

 　　　　該当事項はありません。

 

（３）【株主総会決議又は取締役会決議に基づかないものの内容】

 　該当事項はありません。

（４）【取得自己株式の処理状況及び保有状況】

 　　　　該当事項はありません。

 

３【配当政策】

　剰余金の配当は、年１回期末配当を行うことを基本とし、株主総会の決議によって決定しておりますが、近年厳し

い経営環境にあることから当期も引き続き無配とすることを決定しました。

　株主に対する利益還元方法として株主（会員）に対するゴルフ場の使用料を、株主外の使用料に比し最低88.6％の

安価にて優遇しております。

　なお、配当の決定機関は株主総会であります。

 

４【株価の推移】

　当社株式は非上場のため該当事項はありません。
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５【役員の状況】

役名 職名 氏名 生年月日 略歴 任期
所有株式数
(株）

取締役社長

（代表取締役）
 太田　秀明 昭和21年６月30日

 
昭和40年４月 赤川建設興業㈱入社

昭和59年５月 赤川建設興業㈱取締役就任

昭和61年５月 赤川建設興業㈱取締役専務就任

昭和62年12月 赤川建設興業㈱取締役社長就任

（現任）

平成12年８月 旭川建設業協会副会長就任（現

任）

平成13年３月 当社常務取締役就任

平成14年６月 当社取締役社長就任（現任）
 

 注２ 40

常務取締役  荒井　保明 昭和35年12月12日

 
平成12年５月 荒井建設㈱取締役社長就任（現

任）

平成18年３月 当社常務取締役就任（現任）
 

注２ 40

常務取締役  金谷　和文 昭和20年10月５日

 
昭和57年４月 旭陽電機㈱取締役就任

昭和63年４月 旭陽電機㈱専務取締役就任

平成４年４月 旭陽電機㈱代表取締役就任（現

任）

平成13年３月  当社常務取締役就任（現任）
 

 注２ 40

取締役  森山　　領 昭和29年３月４日

 
昭和54年３月  （医）元生会森山病院就職

昭和60年１月  （医）元生会森山病院院長就任

（現任）

昭和61年３月  （福）啓生会常務取締役就任（現

任）

平成９年３月  当社取締役就任（現任）
 

 注２ 40
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役名 職名 氏名 生年月日 略歴 任期
所有株式数
(株）

取締役  新谷　龍一郎 昭和27年１月11日

 
昭和53年３月 新谷建設㈱入社

昭和62年９月 新谷建設㈱代表取締役就任（現

任）

昭和62年９月 （学）北工学園理事長就任（現

任）

平成９年３月 当社取締役就任（現任）

平成21年３月 旭川商工会議所会頭就任（現任）
 

 注２ 40

取締役  辻　　利郎 昭和19年１月23日

 
昭和63年３月 丸果旭川青果卸売市場㈱取締役社

長就任（現任）

平成15年３月 当社取締役就任（現任）
 

 注２ 40

監査役  小山　陸郎 昭和19年10月２日

 
 平成11年４月  当社事務長として入社

 平成15年１月  支配人就任

 平成18年３月

 平成26年３月

 取締役総支配人就任

 当社監査役就任（現任）
 

 注３ 40

監査役  新田　三千明 昭和19年11月28日

 
昭和43年10月 司法書士　新田三千明事務所開業

昭和43年10月 司法書士　新田三千明事務所所長

に就任（現任）

平成20年３月 当社監査役就任（現任）
 

注３ 40

    計  320

 

 注１ 取締役6名全員、社外取締役であり、監査役新田三千明は、社外監査役であります。

 注２ 取締役の任期は、平成26年12月期に係る定時株主総会終結の時から平成28年12月期に係る定時株主総会終結の

　　　時までであります。

 注３ 監査役の任期は平成26年12月期に係る定時株主総会終結の時から平成30年12月期に係る定時株主総会終結の時

　　　までであります。
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６【コーポレート・ガバナンスの状況等】

（１）【コーポレート・ガバナンスの状況】

　当社のコーポレート・ガバナンスに関する基本的な考えとしては、株主・クラブ会員をはじめとする利害関係者の

皆様に対して、経営の健全性及び効率性を確保するため、取締役会において迅速かつ的確な意思決定を図り、正確か

つ十分な情報開示を行う経営体制の構築に取り組んでいます。

(1) 会社の機関の内容及び内部統制システムの整備の状況等

　①　当社の取締役会は代表取締役１名、常務取締役２名、取締役３名、合計６名で構成されており、６名全員社外

取締役であります。

　②　当社は監査役制度を採用しており１名は社外監査役であり、監査役は取締役会に出席し取締役の職務執行に

　　　ついて、厳正な監視を行っています。

　③　当社は特に内部監査組織を設けていませんが、社内監査役が業務全般にわたって管理監督を行っており、

　　　中間決算、年度決算等については、当社の会計監査人との間で情報交換を励行しております。

　　　伊藤公認会計士の監査年数は９年になります。

　④　取締役６名、監査役２名は全員株主で、旭川国際カントリークラブの会員でもあります。

　　　資本的には少額な出資でありますが、人的関係及び取引関係においては一切利害関係はありません。

　⑤　伊藤公認会計士の会計監査を、同氏と利害関係がない公認会計士１名が審査しております。

(2) リスク管理体制の整備状況

　　当社の取締役会が中心となり、リスクの現状分析を行い、課題を明確にし今後の対策については検討を行って

　　おります。

(3) 外部監査の統制システムについて

　① 合同常務会の開催

　　　当社の常務取締役以上３名と監査役２名及び旭川国際カントリークラブの常務理事以上５名と監事２名、合

　　　計12名にて６月の中間決算月報告と、12月上旬に決算見通し及び諸問題について年２回開催しております。

　② 合同監査の実施

　　　当社監査役２名と旭川国際カントリークラブ監事２名による合同監査を２月中旬に実施しております。

(4) 役員報酬の内容

　　常勤監査役を除き、全ての取締役、社外監査役は全員無報酬であります。

(5) 取締役の定数

　　当社の取締役は20名以内とする旨を定款で定めております。

(6）取締役の選任の決議事項

　　当社は取締役の選任決議について、議決権を行使することができる株主の議決権の３分の１以上を有する株主

   が出席し、その議決権の過半数をもって行う旨、またその決議は累積投票によらない旨定款に定めております。

(7）株主総会の特別決議要件

   当社は、会社法第309条第２項に定める株主総会の特別決議要件について、議決権を行使することができる株主

　　の議決権の３分の１以上を有する株主が出席し、その議決権の３分の２以上をもって行う旨定款に定めておりま

　　す。

　　これは、株主総会における特別決議の定足数を緩和することにより、株主総会の円滑な運営を行うことを目的と

　　するものであります。
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（２）【監査報酬の内容等】

①【監査公認会計士等に対する報酬の内容】

前事業年度 当事業年度

監査証明業務に基づく報酬
（千円）

非監査業務に基づく報酬
（千円）

監査証明業務に基づく報酬
（千円）

非監査業務に基づく報酬
（千円）

1,600 － 1,600 －

 

②【その他重要な報酬の内容】

該当事項はありません。

③【監査公認会計士等の提出会社に対する非監査業務の内容】

該当事項はありません。

④【監査報酬の決定方針】

該当事項はありません。
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第５【経理の状況】

１．財務諸表等の作成方法について

　当社の財務諸表は「財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（昭和38年大蔵省令第59号　以下、「財

務諸表等規則」という。）に基づいて作成しております。

 なお、当事業年度（平成26年１月１日から平成26年12月31日まで）の財務諸表に含まれる比較情報については、

「財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」(平成24年９月21日内閣府令第

61号）附則第２条２項により、改正前の財務諸表等規則に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第51期（平成26年１月１日から平成26年12月31日ま

で）の財務諸表について、公認会計士伊藤隆氏により監査を受けております。

３．連結財務諸表について

　該当事項はありません。

 

EDINET提出書類

株式会社旭川国際ゴルフ場(E04663)

有価証券報告書

17/45



１【財務諸表等】

（１）【財務諸表】

①【貸借対照表】
 

  (単位：千円)

 
前事業年度

(平成25年12月31日)
当事業年度

(平成26年12月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 52,969 38,728

売掛金 15,038 13,897

有価証券 － 100,000

未収入金 605 1,787

前払費用 334 373

貯蔵品 3,246 2,643

貸倒引当金 △2,296 △2,449

流動資産合計 69,896 154,977

固定資産   

有形固定資産   

建物 582,848 605,476

減価償却累計額 △386,943 △396,937

建物（純額） 195,905 208,539

構築物 508,017 508,017

減価償却累計額 △177,170 △180,132

構築物（純額） 330,847 327,885

機械及び装置 144,386 144,386

減価償却累計額 △130,934 △133,433

機械及び装置（純額） 13,452 10,953

車両運搬具 105,252 107,752

減価償却累計額 △55,257 △67,195

車両運搬具（純額） 49,994 40,557

工具、器具及び備品 61,164 61,964

減価償却累計額 △61,164 △61,284

工具、器具及び備品（純額） 0 680

土地 25,804 25,804

山林 15,242 15,242

立木 5,938 5,938

有形固定資産合計 637,181 635,597

無形固定資産   

電話加入権 1,036 1,036

ソフトウエア 2,218 1,198

無形固定資産合計 3,254 2,234

投資その他の資産   

出資金 153 153

投資有価証券 250,000 150,000

投資その他の資産合計 250,153 150,153

固定資産合計 890,588 787,983

資産合計 960,484 942,961
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  (単位：千円)

 
前事業年度

(平成25年12月31日)
当事業年度

(平成26年12月31日)

負債の部   

流動負債   

未払金 1,478 1,534

買掛金 446 317

未払法人税等 84 －

未払消費税等 792 3,847

預り金 1,319 914

前受金 － 53

流動負債合計 4,119 6,665

固定負債   

退職給付引当金 6,013 4,704

長期預り保証金 1,100,800 1,081,650

固定負債合計 1,106,813 1,086,354

負債合計 1,110,932 1,093,018

純資産の部   

株主資本   

資本金 207,000 207,000

利益剰余金   

その他利益剰余金   

繰越利益剰余金 △357,448 △357,058

利益剰余金合計 △357,448 △357,058

株主資本合計 △150,448 △150,058

純資産合計 △150,448 △150,058

負債純資産合計 960,484 942,961
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②【損益計算書】
 

  (単位：千円)

 
前事業年度

(自　平成25年１月１日
　至　平成25年12月31日)

当事業年度
(自　平成26年１月１日
　至　平成26年12月31日)

売上高 192,603 195,603

売上原価 13,282 13,383

売上総利益 179,320 182,220

販売費及び一般管理費   

役員報酬 － 1,587

コース維持費 19,788 19,725

給料及び手当 89,522 83,715

法定福利費 9,024 9,618

福利厚生費 1,163 1,079

退職給付費用 1,695 1,069

人材派遣費 192 1,762

消耗品費 853 908

事務用品費 1,008 1,113

営繕費 4,334 4,005

修繕費 2,515 2,210

水道光熱費 5,987 6,661

通信費 1,255 1,295

旅費及び交通費 2,565 2,372

車両費 1,145 870

競技費 6,630 6,906

広告宣伝費 731 566

交際費 151 37

事業推進費 13,903 13,946

負担金 1,174 1,162

寄付金 125 73

会議費 1,258 1,243

賃借料 1,307 1,241

保険料 1,695 1,823

図書費 91 90

支払手数料 4,829 5,125

租税公課 9,551 8,576

減価償却費 27,651 28,788

貸倒引当金繰入額 261 154

販売費及び一般管理費合計 210,405 207,719

営業損失（△） △31,085 △25,499

営業外収益   

受取利息 1,713 1,711

受取配当金 3,002 3,004

利用税交付金 118 119

業務受託料 5,539 6,572

営業外収益合計 10,372 11,406
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  (単位：千円)

 
前事業年度

(自　平成25年１月１日
　至　平成25年12月31日)

当事業年度
(自　平成26年１月１日
　至　平成26年12月31日)

営業外費用   

雑損失 170 201

営業外費用合計 170 201

経常損失（△） △20,883 △14,294

特別利益   

固定資産売却益 113 －

債務償還益 20,084 15,471

特別利益合計 20,197 15,471

特別損失   

固定資産処分損 － ※１ 451

特別損失合計 － 451

税引前当期純利益又は税引前当期純損失（△） △686 725

法人税、住民税及び事業税 392 335

法人税等合計 392 335

当期純利益又は当期純損失（△） △1,078 390
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【売上原価明細書】

  
前事業年度

（自　平成25年１月１日
至　平成25年12月31日）

当事業年度
（自　平成26年１月１日
至　平成26年12月31日）

区分
注記
番号

金額（千円）
構成比
（％）

金額（千円）
構成比
（％）

売店商品期首棚卸高  －  －  

売店商品当期仕入高  13,282  13,383  

売店商品期末棚卸高  －  －  

売店売上原価  13,282 100.0 13,383 100.0
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③【株主資本等変動計算書】

前事業年度（自　平成25年１月１日　至　平成25年12月31日）

    (単位：千円)

 株主資本

純資産合計
 

資本金

利益剰余金

株主資本合計 その他利益剰余金
利益剰余金合計

 繰越利益剰余金

当期首残高 207,000 △356,370 △356,370 △149,370 △149,370

当期変動額      

当期純損失（△）  △1,078 △1,078 △1,078 △1,078

当期変動額合計 － △1,078 △1,078 △1,078 △1,078

当期末残高 207,000 △357,448 △357,448 △150,448 △150,448

 

当事業年度（自　平成26年１月１日　至　平成26年12月31日）

    (単位：千円)

 株主資本

純資産合計
 

資本金

利益剰余金

株主資本合計 その他利益剰余金
利益剰余金合計

 繰越利益剰余金

当期首残高 207,000 △357,448 △357,448 △150,448 △150,448

当期変動額      

当期純損失（△）  390 390 390 390

当期変動額合計 － 390 390 390 390

当期末残高 207,000 △357,058 △357,058 △150,058 △150,058
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④【キャッシュ・フロー計算書】
 

  (単位：千円)

 
前事業年度

(自　平成25年１月１日
　至　平成25年12月31日)

当事業年度
(自　平成26年１月１日
　至　平成26年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

営業収入 195,765 203,436

人件費の支出 △97,541 △96,108

その他の営業支出 △99,683 △99,648

小計 △1,459 7,680

利息及び配当金の受取額 4,733 4,713

営業活動によるキャッシュ・フロー 3,274 12,393

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △14,960 △26,354

有形固定資産の売却による収入 220 －

無形固定資産の取得による支出 － △280

投資活動によるキャッシュ・フロー △14,740 △26,634

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △11,466 △14,241

現金及び現金同等物の期首残高 64,435 52,969

現金及び現金同等物の期末残高 52,969 38,728
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【注記事項】

（継続企業の前提に関する事項）

 当社は、前事業年度に比し営業損失は減少したものの、当事業年度においても150,058千円の債務超過になって

おり、これにより継続企業の前提に関する重要な疑義が存在しております。

　当社は当該状況を解消すべく、オープンコンペを年間26回実施し新規顧客の開拓に努めております。電磁誘導

カート導入の効果を生むべく、引続き集客を図ります。

　財務諸表は継続企業を前提として作成されており、上記のような重要な疑義の影響を財務諸表には反映してお

りません。

 

（重要な会計方針）

１．有価証券の評価基準及び評価方法

(1）満期保有目的の債券

　償却原価法（定額法）を採用しております。

(2）その他有価証券

時価のあるもの

　決算日の市場価格等に基づく時価法（評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は移動平均

法により算定）を採用しております。

時価のないもの

　移動平均法による原価法を採用しております。

２．たな卸資産の評価基準及び評価方法

　個別原価法（貸借対照表価額については収益性の低下に基づく簿価切下げの方法により算定）を採用してお

ります。

３．固定資産の減価償却の方法

(1）有形固定資産

　定額法を採用しております。

　なお、主な耐用年数は以下のとおりであります。

１．建物及び構築物　　　20年～50年

２．機械及び装置、車両運搬具、工具器具備品　　　　　　５年～16年

(2）無形固定資産

　定額法を採用しております。

４．引当金の計上基準

(1) 貸倒引当金

　債権の貸倒による損失に備えるため、貸倒懸念債権等特定の債権については回収可能性を検討し、回収不能

見込み額を計上しております。

(2)退職給付引当金

　従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末における退職給付債務と、中小企業退職金共済給付金との差

額不足金を計上しております。

５．キャッシュ・フロー計算書における資金の範囲

　資金（現金及び現金同等物）の範囲は手許現金、随時引き出し可能な預金からなっております。

６．その他財務諸表作成のための重要な事項

消費税等の会計処理

　消費税等の会計処理は、税抜方式により処理しております。
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（貸借対照表関係）

　該当事項はありません。

 

 

（損益計算書関係）

※1固定資産処分損は、ゴルフコース内の茶屋電気設備処分損によるものです。
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（株主資本等変動計算書関係）

前事業年度（自　平成25年１月１日　至　平成25年12月31日）

１．発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項

 
当事業年度期首株
式数（株）

当事業年度増加株
式数（株）

当事業年度減少株
式数（株）

当事業年度末株式
数（株）

発行済株式     

普通株式 41,400 － － 41,400

合計 41,400 － － 41,400

自己株式     

普通株式 － － － －

合計 － － － －

 

２．新株予約権及び自己新株予約権に関する事項

 　　　　　　該当事項はありません。

 

３．配当に関する事項

(1）配当金支払額

 　　　　　　該当事項はありません。

 

(2）基準日が当期に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌期となるもの

 　　　　　　該当事項はありません。

 

当事業年度（自　平成26年１月１日　至　平成26年12月31日）

１．発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項

 
当事業年度期首株
式数（株）

当事業年度増加株
式数（株）

当事業年度減少株
式数（株）

当事業年度末株式
数（株）

発行済株式     

普通株式 41,400 － － 41,400

合計 41,400 － － 41,400

自己株式     

普通株式 － － － －

合計 － － － －

 

２．新株予約権及び自己新株予約権に関する事項

 　　　　　　該当事項はありません。

 

３．配当に関する事項

(1）配当金支払額

 　　　　　　該当事項はありません。

 

(2）基準日が当期に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌期となるもの

 　　　　　　該当事項はありません。
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（キャッシュ・フロー計算書関係）

　現金及び現金同等物の期末残高と貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
前事業年度

（自　平成25年１月１日
至　平成25年12月31日）

当事業年度
（自　平成26年１月１日
至　平成26年12月31日）

現金及び預金勘定 52,969千円 38,728千円

預入期間が３か月を超える定期預金 － －

現金及び現金同等物 52,969千円 38,728千円

 

（リース取引関係）

所有権移転外ファイナンス・リース取引

　該当事項はありません。

 

（金融商品関係）

１．金融商品の状況に関する事項

(1）金融商品に対する取組方針

当社は、資金運用については安全性の高い金融資産で運用し、投機的な取引は行わない方針であります。

 

 

(2）金融商品の内容及びそのリスク

売掛金は主に年会費に係るものであるが、預り保証金があるため、信用リスクは軽減されております。

 

 

(3）金融商品に係るリスク管理体制

イ. 信用リスク（取引先の契約不履行等によるリスク）の管理

　売掛金は、顧客ごとに期日及び残高を管理すると共に、必要に応じて回収懸念の早期把握や低減を図っ

ております。

ロ. 市場リスク（金利等の変動リスク）の管理

　当社は、投資有価証券について、定期的に発行体の財務状況を把握し、保有状況を適時に見直しており

ます。

ハ. 資金調達に係る流動性のリスク（約定期日に支払いが実行できなくなるリスク）

　当社は、財務の状況を随時チェックしており、一定の手許流動性を維持すること等によりリスクを管理

しています。

 

 

(4）金融商品の時価等に関する事項についての補足説明

　金融商品の時価には、市場価格に基づく価格の他、市場価格がない場合には合理的に算定された価格が

含まれております。当該価格の算定においては変動要因を織り込んでいるため、異なる前提条件等を採用

することにより、当該価格が変動することがあります。
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２．金融商品の時価等に関する事項

　貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次のとおりであります。なお、時価を把握するこ

とが極めて困難と認められるものは含まれておりません（（注）２．参照）。

 

前事業年度（平成25年12月31日）

 
貸借対照表計上額
（千円）

時価（千円） 差額（千円）

(1）現金及び預金 52,969 52,969 －

(2）売掛金 15,038   

貸倒引当金(*1) △2,296   

 12,742 12,742 －

(3）未収入金 605 605  

(4）投資有価証券    

　　満期保有目的の債券 150,000 152,140 2,140

資産計 216,316 218,456 2,140

(1）未払金 1,478 1,478 －

(2）未払法人税等 84 84 －

(3）未払消費税等 792 792 －

負債計 2,354 2,354 －

(*1)売掛金に個別に計上している貸倒引当金を控除しております。

 

 

当事業年度（平成26年12月31日）

 
貸借対照表計上額
（千円）

時価（千円） 差額（千円）

(1）現金及び預金 38,728 38,728 －

(2）売掛金 13,897 13,897 －

貸倒引当金(*1) △2,449   

 11,448 11,448 －

(3）未収入金 1,787 1,787 －

(4）投資有価証券    

　　満期保有目的の債券 150,000 152,760 2,760

資産計 201,963 204,723 2,760

(1）未払金 1,534 1,534 －

(2）未払消費税等 3,847 3,847 －

負債計 5,381 5,381 －

(*1)売掛金に個別に計上している貸倒引当金を控除しております。
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（注）１．金融商品の時価の算定方法並びに有価証券及びデリバティブ取引に関する事項

資　産

(1）現金及び預金、(3）未収入金

　これらは短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当該帳簿価額によっておりま

す。

(2）売掛金

　売掛金については、短期的に決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当該帳簿価額に

よっております。また、貸倒懸念債権については、貸借対照表価額から現在の貸倒見積高を控除した金額を

もって時価としております。

(4）投資有価証券

　これらの時価について、債券は取引金融機関から提示された価格によっております。

また、保有目的ごとの有価証券に関する注記事項については、「有価証券関係」注記をご参照ください。

 

負　債

(1）未払金、(2）未払法人税等、(3）未払消費税等

　いずれも時価は帳簿価額と近似していることから、当該帳簿価額によっております。

 

２．時価を把握することが極めて困難と認められる金融商品

（単位：千円）
 

区分
前事業年度

（平成25年12月31日）
当事業年度

（平成26年12月31日）

その他有価証券 100,000 100,000

長期預り保証金 1,100,800 1,081,650

これらについては、市場価格がなく、かつ、将来キャッシュ・フローを見積もることができず、時価を把握することが極

めて困難と認められるため、上記の表には含めておりません。
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３．金銭債権及び満期のある有価証券の決算日後の償還予定額

前事業年度（平成25年12月31日）

 
１年以内
（千円）

１年超
５年以内
（千円）

５年超
10年以内
（千円）

10年超
（千円）

現金及び預金 52,969 － － －

売掛金 15,038 － － －

未収入金 605 － － －

満期保有目的の債券 － 100,000 50,000 －

合計 68,612 100,000 50,000 －

 

 

当事業年度（平成26年12月31日）

 
１年以内
（千円）

１年超
５年以内
（千円）

５年超
10年以内
（千円）

10年超
（千円）

現金及び預金 38,728 － － －

売掛金 13,897 － － －

未収入金 1,787 － － －

満期保有目的の債券 100,000 － 50,000 －

合計 154,412 － 50,000 －
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（有価証券関係）

１．満期保有目的の債券

前事業年度（平成25年12月31日）

 種類
貸借対照表計上額
（千円）

時価（千円） 差額（千円）

時価が貸借対照表計上額

を超えるもの
国債・地方債等 150,000 152,140 2,140

 

当事業年度（平成26年12月31日）

 種類
貸借対照表計上額
（千円）

時価（千円） 差額（千円）

時価が貸借対照表計上額

を超えるもの
国債・地方債等 150,000 152,760 2,760

 

 

２．その他有価証券

前事業年度（平成25年12月31日）

　該当事項はありません。

（注）非上場株式（貸借対照表計上額 100,000千円）につきましては市場価格がなく、時価を把握するこ

とが極めて困難と認められることから、その他有価証券には含めておりません。

 

当事業年度（平成26年12月31日）

　該当事項はありません。

（注）非上場株式（貸借対照表計上額 100,000千円）につきましては市場価格がなく、時価を把握するこ

とが極めて困難と認められることから、その他有価証券には含めておりません。

 

３．売却した満期保有目的の債券

前事業年度（自　平成25年１月１日　至　平成25年12月31日）

 

　　　　　　　　　該当事項はありません。

 

当事業年度（自　平成26年１月１日　至　平成26年12月31日）

 

　　　　　　　　　該当事項はありません。

 

 

（デリバティブ取引関係）

　当社は、デリバティブ取引を全く行っておりませんので、該当事項はありません。
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（退職給付関係）

　　　　前事業年度（自平成25年１月１日　至平成25年12月31日）

１．採用している退職給付制度の概要

　当社は、確定給付型の制度として退職一時金制度を設けており、給付額の一部を中小企業退職金共済か

らの給付額を充てています。

２．退職給付債務に関する事項

 
前事業年度

（平成25年12月31日）

(1）退職給付債務（千円） 33,167  

(2）中小企業退職金共済解約返戻金（千円） 27,154  

(3）退職給付引当金（千円） 6,013  

 

３．退職給付費用に関する事項

 
前事業年度

（自　平成25年１月１日
至　平成25年12月31日）

退職給付費用（千円） 1,695

(1）勤務費用（千円） 1,695

 

４.退職給付債務等の計算の基礎に関する事項

　　　　　　　期末自己都合要支給額を退職給付債務とする簡便法を採用しています。

 

　　　　当事業年度（自平成26年１月１日　至平成26年12月31日）

　　　　　１．採用している退職給付制度の概要

　　　　　　当社は確定給付型の制度として退職一時金制度を設けております。

　　　　　　この退職金の支払いに備えるため、中小企業退職金共済事業団に加入しており、退職一時金の一部に同事

　　　　　　業団からの給付を充てています。なお、当社が有する退職一時金制度は、簡便法により退職給付引当金及

　　　　　　び退職給付債務を計算しております。

 

　　　　　２．簡便法を適用した確定給付制度

　　　　　　（１）簡便法を適用した制度の退職給付引当金の期首残高と期末残高の調整表

 

　　　　　　　退職給付引当金の期首残高　　　　　　　　　　　　6,013千円

　　　　　　　退職給付費用　　　　　　　　　　　　　　　　　　1,069千円

　　　　　　　退職給付の支払額　　　　　　　　　　　　　　　△1,226千円

　　　　　　　制度への拠出額　　　　　　　　　　　　　　　　△1,152千円　

　　　　　　　退職給付引当金の期末残高　　　　　　　　　　　　4,704千円　

 

　　　　　　（２）退職給付債務及び年金資産の期末残高と貸借対照表に計上された退職給付引当金の調整表

 

　　　　　　　積立型制度の退職給付債務　　　　　　　　　　　 30,085千円

　　　　　　　年金資産　　　　　　　　　　　　　　　　　　 △25,381千円　

　　　　　　　貸借対照表に計上された負債と資産の純額　　　　　4,704千円　

 

　　　　　　　退職給付引当金　　　　　　　　　　　　　　　　　4,704千円　

　　　　　　　貸借対照表に計上された負債と資産の純額　　　　　4,704千円　

 

　　　　　　（３）退職給付費用

　　　　　　　簡便法で計算した退職給付費用　　　　　　　　　　4,704千円
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（ストック・オプション等関係）

　該当事項はありません。

 

（税効果会計関係）

１．繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳

 
前事業年度

（平成25年12月31日）
 

当事業年度
（平成26年12月31日）

繰延税金資産    

貸倒引当金 868千円 865千円

未払事業税 274  125

繰越欠損金 －  269

退職給付引当金 2,273  1,660

繰延税金資産小計 3,415  2,918

評価性引当金 △3,415  △2,918

繰延税金資産合計 －  －

 

２．法定実効税率と税効果会計適用後の法人税等の負担率との差異の原因となった主要な項目別の内訳

 
前事業年度

（平成25年12月31日）
 

当事業年度
（平成26年12月31日）

法定実効税率 税引前当期純損失を  35.3％

（調整） 計上しているため記載  

交際費等永久に損金に算入されない項目 しておりません。  1.8

住民税均等割   44.4

評価性引当額の増減   △37.1

その他   1.7

税効果会計適用後の法人税等の負担率   46.1

 

 

EDINET提出書類

株式会社旭川国際ゴルフ場(E04663)

有価証券報告書

34/45



（持分法損益等）

　　　　　該当事項はありません。

 

（資産除去債務関係）

　　該当事項はありません。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

前事業年度（自　平成25年１月１日　至　平成25年12月31日）

　当社は、ゴルフ場事業及びこれに付帯する業務の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

 

当事業年度（自　平成26年１月１日　至　平成26年12月31日）

　当社は、ゴルフ場事業及びこれに付帯する業務の単一セグメントであるため、記載を省略しております。
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【関連情報】

前事業年度（自 平成25年１月１日 至 平成25年12月31日）

1.製品及びサービスごとの情報

　単一の製品・サービスの区分の外部顧客への売上高が損益計算書の売上高の90％を超えるため、記載を

省略しております。

 

2.地域ごとの情報

　(1)売上高

　当該期損益計算書の売上高は、すべて本邦の外部顧客への売上高のため、記載を省略しておりま

す。

　(2)有形固定資産

　当該期貸借対照表の有形固定資産は、すべて本邦に所在している有形固定資産のため、記載を省略

しております。

 

　(3)主要な顧客ごとの情報

　外部顧客への売上高のうち、損益計算書の売上高の10％以上を占める相手先がないため、記載を省

略しております。

 

当事業年度（自 平成26年１月１日 至 平成26年12月31日）

1.製品及びサービスごとの情報

　単一の製品・サービスの区分の外部顧客への売上高が損益計算書の売上高の90％を超えるため、記載を

省略しております。

 

2.地域ごとの情報

　(1)売上高

　当該期損益計算書の売上高は、すべて本邦の外部顧客への売上高のため、記載を省略しておりま

す。

　(2)有形固定資産

　当該期貸借対照表の有形固定資産は、すべて本邦に所在している有形固定資産のため、記載を省略

しております。

 

　(3)主要な顧客ごとの情報

　外部顧客への売上高のうち、損益計算書の売上高の10％以上を占める相手先がないため、記載を省

略しております。

 

【報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報】

該当事項はありません。

 

【報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報】

該当事項はありません。
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【報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報】

該当事項はありません。

 

【関連当事者情報】

１．関連当事者との取引

該当事項はありません。

 

２．親会社又は重要な関連会社に関する注記

(1）親会社情報

該当事項はありません。

 

(2）重要な関連会社の要約財務情報

　該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

前事業年度 当事業年度

（自　平成25年１月１日
至　平成25年12月31日）

（自　平成26年１月１日
至　平成26年12月31日）

 
１株当たり純資産額 △3,634円1銭

１株当たり当期純損失(△) △26円4銭
 

 
１株当たり純資産額 △3,624円57 銭

１株当たり当期純利益 9円43 銭
 

　（注）１．潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２．１株当たり当期純利益金額又は当期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 前事業年度 当事業年度

 
(自　平成25年１月１日
至　平成25年12月31日)

(自　平成26年１月１日
至　平成26年12月31日)

当期純利益又は当期純損失（△）（千円） △1,078 390

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る当期純利益又は当期純損失

（△）（千円）
△1,078 390

期中平均株式数（株） 41,400 41,400

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。
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⑤【附属明細表】

【有価証券明細表】

【株式】

銘柄 株式数（株）
貸借対照表計上額
（千円）

投資有価証

券

その他有

価証券

株式会社北海道銀行 200,000 100,000

小計 200,000 100,000

計 200,000 100,000

 

【債券】

銘柄 券面総額（千円）
貸借対照表計上額
（千円）

投資有価証

券

満期保有

目的の債

券

第269回　利付国債 100,000 100,000

第325回　利付国債 50,000 50,000

小計 150,000 150,000

計 150,000 150,000

 

【その他】

　該当事項はありません。
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【有形固定資産等明細表】

資産の種類
期首残高
（千円）

当期増加額
（千円）

当期減少額
（千円）

期末残高
（千円）

当期末減価償
却累計額又は
償却累計額
(千円)

当期償却額
（千円）

差引期末残高
（千円）

有形固定資産        

建物 582,848 23,054 426 605,476 396,937 9,968 208,539

構築物 508,017   508,017 180,132 2,962 327,885

機械及び装置 144,386   144,386 133,433 2,499 10,953

車両運搬具 105,252 2,500  107,752 67,195 11,938 40,557

工具、器具及び備品 61,164 800  61,964 61,284 120 680

土地 25,804   25,804   25,804

山林 15,242   15,242   15,242

立木 5,938   5,938   5,938

有形固定資産計 1,448,651 26,354 426 1,474,579 838,982 27,487 635,597

電話加入権 1,036   1,036   1,036

ソフトウエア 6,290 280  6,570 5,372 1,300 1,198

無形固定資産計 7,326 280  7,606 5,372 1,300 2,234

　（注）　当期増加額の主なものは下記のとおりです。

建物 増加額 　茶屋 18,800千円

車両運搬具 増加額 　コアスイーパー 2,500千円

 

【社債明細表】

　該当事項はありません。

 

【借入金等明細表】

　該当事項はありません。

 

【引当金明細表】

区分
期首残高
（千円）

当期増加額
（千円）

当期減少額
（千円）

当期末残高
（千円）

 

貸倒引当金 2,296 153 － 2,449  

 

【資産除去債務明細表】

　該当事項はありません。

 

EDINET提出書類

株式会社旭川国際ゴルフ場(E04663)

有価証券報告書

40/45



（２）【主な資産及び負債の内容】

　当事業年度末（平成26年12月31日現在）における主な資産及び負債の内容は下記のとおりであります。

①　現金及び預金

区分 金額（千円）

現金 452

預金の種類  

普通預金 38,276

定期預金  

定期積金  

合計 38,728

 

②　売掛金

相手先 金額（千円）

旭川国際カントリークラブ年会費未収金 13,839

その他 58

合計 13,897

 

③　貯蔵品

区分 金額（千円）

融雪剤他 1,648

練習用ボール 630

売店在庫他 365

合計 2,643

 

④　長期預り保証金

区分 金額（千円） 内容

株主会員 87,400 1　口 10万円 874口

 40,800 1　〃 60 〃 68 〃

 40,000 1　〃 80 〃 50 〃

 35,000 1　〃 100 〃 35 〃

平日会員 400 1　〃  20 〃 2 〃

 1,750 1　〃 35 〃 5 〃

権利会員 876,300 1　〃 230 〃 381 〃

合計 1,081,650  

 

（３）【その他】

　該当事項はありません。
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第６【提出会社の株式事務の概要】

事業年度 １月１日から１２月３１日まで

定時株主総会 ３月中

基準日 特に定款に規定はありません。

株券の種類 １株券　10株券　40株券

剰余金の配当の基準日 特に定款に規定はありません。

１単元株式数 該当事項はありません。

株式の名義書換え  

取扱場所
旭川市５条通10丁目2233番地の13

株式会社旭川国際ゴルフ場事務局

株主名簿管理人 該当事項はありません。

取次所 該当事項はありません。

名義書換手数料 無料

新券交付手数料 無料

単元未満株式の買取り  

取扱場所 該当事項はありません。

株主名簿管理人 該当事項はありません。

取次所 該当事項はありません。

買取手数料 該当事項はありません。

公告掲載方法 官報

株主に対する特典
株主はゴルフ場の使用料を次のとおり優遇されております。

グリーンフィ　0円
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第７【提出会社の参考情報】

１【提出会社の親会社等の情報】

 　　該当事項はありません。

 

２【その他の参考情報】

　当事業年度の開始日から有価証券報告書提出日までの間に、次の書類を提出しております。

(1）有価証券報告書及びその添付書類

 平成26年３月27日北海道財務局長に提出

 事業年度（第50期）（自　平成25年１月１日　至　平成25年12月31日）

(2) 半期報告書

 平成26年９月25日北海道財務局長に提出

 　　　　（第51期中）(自　平成26年１月１日　至　平成26年６月30日）
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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独立監査人の監査報告書

 

  平成27年３月20日

株式会社旭川国際ゴルフ場    

 

 取締役会　御中  

 

伊藤公認会計士事務所　　公認会計士 伊藤　　隆　　　　印

　私は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づく監査証明を行うため、「経理の状況」に掲げられている株
式会社旭川国際ゴルフ場の平成26年１月１日から平成26年12月31日までの第51期事業年度の財務諸表、すなわち、貸
借対照表、損益計算書、株主資本等変動計算書、キャッシュ・フロー計算書、重要な会計方針、その他の注記及び附
属明細表について監査を行った。
 
財務諸表に対する経営者の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して財務諸表を作成し適正に
表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない財務諸表を作成し適正に表示するために
経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
 
監査人の責任
　私の責任は、私が実施した監査に基づいて、独立の立場から財務諸表に対する意見を表明することにある。私は、
我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基準は、私に財務諸表に重
要な虚偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得るために、監査計画を策定し、これに基づき監査を実施する
ことを求めている。
　監査においては、財務諸表の金額及び開示について監査証拠を入手するための手続が実施される。監査手続は、私
の判断により、不正又は誤謬による財務諸表の重要な虚偽表示のリスクの評価に基づいて選択及び適用される。財務
諸表監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、私は、リスク評価の実施に際し
て、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、財務諸表の作成と適正な表示に関連する内部統制を検討する。
また、監査には、経営者が採用した会計方針及びその適用方法並びに経営者によって行われた見積りの評価も含め全
体としての財務諸表の表示を検討することが含まれる。
　私は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。
 
監査意見
　私は、上記の財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して、株式会社旭川
国際ゴルフ場の平成26年12月31日現在の財政状態並びに同日をもって終了する事業年度の経営成績及びキャッシュ・
フローの状況をすべての重要な点において適正に表示しているものと認める。
 
強調事項
　継続企業の前提に関する注記に記載されているとおり、会社は当事業年度末現在150,058千円の債務超過の状況にあ
り、継続企業の前提に関する重要な疑義を生じさせるような状況が存在しており、現時点では継続企業の前提に関す
る重要な不確実性が認められる。当該状況に対する会社の対応策及び重要な不確実性が認められる理由については当
該注記に記載されている。財務諸表は継続企業を前提にして作成されており、このような重要な疑義の影響を財務諸
表には反映していない。
 
利害関係
　　会社と私との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

 

　（注）１．上記は、監査報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（有価証券報告書提

出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは監査の対象には含まれていません。
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